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「
越
境
」
は
、
賢
治
を
語
る
う
え
で
も
は
や
お
馴
染
み
の
術
語
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
「
賢
治
の
「
越

境
』
」
と
題
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
(
『
宮
沢
賢
治
研
究
旨

55-』
第
二
四
号
、
二

O
一
四
年
、
二
二

0
1
一
三
五
頁
)

で
水
野
達
朗
氏
は
、
「
賢
治
自
身
が
特
定
分
野
の
境
界
を
越
え
た
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
」
を
挙
げ
、
そ
れ

が
「
文
学
に
加
え
て
宗
教
や
科
学
な
ど
多
様
な
分
野
の
協
働
と
相
克
の
場
」
と
い
う
賢
治
研
究
の
特
徴
の
一
つ
を
形

成
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
テ
!
マ
的
に
至
極
自
然
に
、
近
年
の
海
外
の
研
究
者
に
よ
る
賢
治
研
究

の
充
実
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
、
「
そ
も
そ
も
宮
沢
賢
治
を
ど
う
い
う
枠
組
で
捉
え
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
設

定
、
概
念
設
定
に
関
し
て
は
、
や
は
り
「
遠
く
か
ら
見
る
」
こ
と
の
利
点
が
生
か
さ
れ
る
場
合
が
多
い
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
、
花
巻
市
主
催
の
「
宮
沢
賢
治
賞
」
「
宮
沢
賢
治
賞
奨
励
賞
」
の
歴
代
受
賞
者
に
は
、
本
輯
に
御
寄

稿
い
た
だ
い
た
プ
ラ
ッ
ト
・
ア
プ
ラ
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
氏
(
第
二
一
同
己
や
佐
々
木
ボ
グ
ナ
氏
(
第
二
三
回
)
を
含

め
多
く
の
外
国
人
研
究
者
・
翻
訳
者
の
お
名
前
が
並
ん
で
お
り
、
水
野
氏
の
言
う
よ
う
に
「
勿
論
外
国
人
研
究
者
と

い
っ
て
も
日
本
の
大
学
院
で
教
育
を
受
け
た
方
も
多
く
、
国
内
の
研
究
と
の
聞
に
線
を
引
く
意
味
は
あ
ま
り
な
い
か

も
し
れ
な
い
」
と
い
う
考
え
方
も
成
り
立
ち
う
る
で
し
ょ
う
。
で
は
今
な
ぜ
敢
え
て
「
越
境
す
る
賢
治
」
と
い
う
特

集
内
で
以
下
の
「
海
外
で
の
賢
治
文
学
受
容
の
現
状
と
今
後
」
を
共
通
一
ア
l
マ
と
す
る
、
い
わ
ば
特
集
内
特
集
(
以

下
「
小
特
集
」
)
が
組
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
こ
の
テ
l
マ
自
体
は
、
『
賢
治
学
』
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
検
討
段
階
当
初
か
ら
挙
げ
ら
れ
て
い
た
も
の



の
一
つ
で
し
た
。
岩
手
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
(
喜
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一
六
年
三

月
一
日
現
在
)
で
も
御
確
認
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
本
学
は
教
育
目
標
の
一
つ
と
し
て
「
地
域
に
対
す
る
理
解
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
見
合
う
国
際
理
解
力
」
を
、
研
究
目
標
の
一
つ
と
し
て
「
人
類
的
諸
課
題
を
視
野
に
入
れ
た
、
人

文
・
社
会
・
自
然
の
各
分
野
に
わ
た
る
基
礎
研
究
の
推
進
」
や
「
地
域
社
会
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
研
究
分
野
の

創
出
」
を
、
そ
し
て
社
会
貢
献
目
標
の
一
つ
と
し
て
「
地
域
社
会
と
国
際
社
会
の
文
化
的
交
流
の
た
め
の
取
り
組

み
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
賢
治
文
学
が
、
そ
の
母
校
で
あ
る
本
学
と
出
身
地
域
日
岩
手
を
結
び
、
「
人
文
・
社
会
・

自
然
の
各
分
野
」
を
横
断
し
、
す
で
に
国
際
的
に
受
容
さ
れ
て
い
て
今
後
発
展
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
「
目
標
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
読
者
の
皆
さ
ま
に
も
も
は
や
自
明
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

実
は
、
本
小
特
集
に
似
た
テ
l
マ
で
す
で
に
公
表
さ
れ
た
成
果
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
宮
沢
賢
治
学
会
イ
l
ハ

ト
l
ブ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
第
二
回
宮
沢
賢
治
国
際
研
究
大
会
」
が
あ
っ
た
二

0
0
0
年
の
、
国
立
国
会
図
書
館
国

際
子
ど
も
図
書
館
開
館
一

O
周
年
及
び
国
民
読
書
年
記
念
展
示
会
「
日
本
発
女
子
ど
も
の
本
、
海
を
渡
る
」
の
第
三

部
「
特
別
コ
ー
ナ
ー
国
境
を
越
え
る
宮
沢
賢
治
」
(
以
下
の
己
目
F

で
確
認
可
能
一
一
7
5
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)
や
、
同
セ
ン
タ
ー
主
催
「
宮
沢
賢
治
生

誕
一
一

O
年
記
念
国
際
研
究
大
会
」
の
翌
年
二

O
O
七
年
に
公
に
さ
れ
た
杉
浦
静
氏
に
よ
る
「
宮
沢
賢
治
詩
・
童
話

の
外
国
諸
語
へ
の
翻
訳
」
(
「
修
羅
は
よ
み
が
え
っ
た
」
刊
行
編
集
委
員
会
編
『
修
羅
は
よ
み
が
え
っ
た
一
宮
沢
賢
治

没
後
七
十
年
の
展
開
/
宮
沢
賢
治
没
後
七
十
年
』
、
財
団
法
人
宮
沢
賢
治
記
念
会
、
四
三
五
j
四
六
八
頁
)
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
本
小
特
集
が
そ
れ
ら
の
内
容
を
な
ぞ
っ
て
も
あ
ま
り
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
日
本
国
内
か
ら
の
視
点
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
海
外
で
賢
治
文
学

が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
今
後
海
外
で
の
受
容
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
海
外
の
研
究
者
が
自
分
の
言
葉
で
語
っ
た
文
章
を
特
集
と
し
て
ま
と
め
る
と
い
う
試
み
は
、

(
米
国
や
中
園
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
個
別
の
国
々
に
限
っ
た
研
究
内
で
は
先
例
が
あ
る
も
の
の
)
な
か
っ
た
よ
う
に
思
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わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
小
特
集
を
組
む
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
か
つ
て
日
本
語
で
賢
治
文
学
に
関
す
る
博
士
論
文
を
執
筆
し

現
在
海
外
在
住
の
外
国
人
研
究
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
こ
の
小
特
集
テ
!
マ
で
の
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
よ
り
多
様
な
国
々
の
状
況
を
知
る
た
め
、
第
二
段
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
条
件
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
の
、

こ
の
テ
1
マ
に
関
し
て
興
味
深
い
報
告
を
し
て
い
た
だ
け
る
、
だ
ろ
う
と
編
集
委
員
会
で
判
断
し
た
方
々
に
執
筆
依
頼

を
行
い
、
最
終
的
に
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
エ
ジ
プ
ト
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、

台
湾
、
中
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
計
十
名
の
方
々
か
ら
日
本
語
に
よ
る
御
寄
稿
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
(
面
識
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
突
然
の
不
様
な
j
ノ
l
ギ
ャ
ラ
・
短
期
間
で
の
j
寄
稿
依
頼
に
も
快
く
応
じ
て

く
だ
さ
っ
た
執
筆
者
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
)
。

た
だ
し
、
編
集
委
員
会
か
ら
は
小
特
集
テ

l
マ
を
お
示
し
し
簡
単
な
趣
旨
説
明
を
し
た
だ
け
で
、
あ
と
は
テ
l
マ

に
則
し
て
各
人
の
日
本
一
詩
作
文
能
力
に
あ
わ
せ
「
自
由
に
」
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
た
め
、
結
果
的
に
、
同

じ
特
集
一
ア
l
マ
で
あ
っ
て
も
き
わ
め
て
多
様
な
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
日
本
で
も
著
名
な
ロ
ジ

ャ
1
・
パ
ル
ヴ
ァ

i
ス
氏
や
日
本
国
内
で
英
語
で
吉
田
か
れ
た
賢
治
関
係
の
文
献
へ
の
言
及
が
英
語
圏
に
つ
い
て
の
こ

つ
の
論
考
に
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
本
小
特
集
の
眼
目

は
あ
く
ま
で
も
、
今
後
海
外
で
賢
治
文
学
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
そ
の
展
望
を
得
る
こ

と
に
あ
る
た
め
、
敢
え
て
追
加
を
お
願
い
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
英
語
圏
だ
け
で
な
く
中
国
語
圏
に
つ
い
て
も
お
二
人
に
執
筆
依
頼
を
し
て
い
ま
す
が
(
基
本
的
に
英
語
圏

も
中
国
語
圏
も
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
の
方
に
は
他
に
同
じ
言
語
圏
で
の
執
筆
依
頼
者
が
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
せ
ん
て
台
湾
は
日
本
統
治
時
代
に
日
本
語
教
育
が
徹
底
さ
れ
た
影
響
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
大
陸

と
は
別
に
立
項
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
政
治
的
な
他
意
は
全
く
な
い
こ
と
も
念
の
た
め
付
言
し
て
お
き
ま
す
。
ち
な
み

に
、
当
初
台
湾
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
台
湾
の
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
(
た
と
え
ば
、
台
湾
に
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お
け
る
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
受
容
に
つ
い
て
の
日
本
一
語
論
文
も
書
か
れ
て
い
る
陳
澄
如
氏
な
ど
)
が
候
補
に
上
が
り

ま
し
た
が
、
『
賢
治
学
』
創
刊
に
あ
た
っ
て
は
、
若
手
研
究
者
が
賢
治
関
係
の
論
文
を
執
筆
す
る
場
と
し
て
も
機
能

さ
せ
る
と
い
う
基
本
方
針
が
あ
り
、
こ
の
小
特
集
で
も
そ
の
方
針
下
、
執
筆
当
時
大
学
院
研
究
生
で
博
士
課
程
進
学

予
定
の
若
手
研
究
者
に
敢
え
て
御
寄
稿
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
下
、
各
執
筆
者
に
つ
い
て
姓
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
順
に
簡
単
に
御
紹
介
し
て
お
き
ま
す
(
ち
な
み
に
、
萩

原
氏
、
ジ
ョ
ー
ジ
氏
以
外
は
皆
女
性
で
す
)
。

ま
ず
、
米
国
を
主
に
御
報
告
い
た
だ
い
た
萩
原
孝
雄
氏
で
す
。
上
智
大
学
文
学
部
英
文
科
を
御
卒
業
後
、
カ
ナ

ダ
・
ヴ
ァ
ン
ク
i
ヴ
ァ

l
の
国
立
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
留
学
さ
れ
、
一
九
八
六
年
博
士
学
位
請

求
論
文
「
斗
宮
、
吋

E
目。。コ
5
0
8ロ
の
の

E
呂
ヨ
N
m

ヨ員一円。
A
r
d
-
o∞
」
で
博
士
号
を
取
得
、
そ
の
後
米
国
フ
ロ
リ
ダ

大
学
ゲ
イ
ン
ズ
ヴ
ィ
ル
校
、
ス
ミ
ス
大
学
な
ど
を
経
て
、
現
在
は
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
l
ブ
ラ
ン
ド
に
あ
る
私
学
ケ
ー

ス
・
ウ
エ
ス
タ
ン
・
リ
ザ
l
ヴ
大
学
人
文
・
科
学
学
部
現
代
言
語
・
文
学
科
で
日
本
文
学
の
教
鞭
を
と
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
海
外
在
住
で
は
あ
っ
て
も
日
本
人
研
究
者
の
視
点
か
ら
の
報
告
は
本
小
特
集
の
趣
旨
か
ら
少
し
逸
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
『
宮
沢
賢
治
|
|
イ
ノ
セ
ン
ス
の
文
学
』
(
明
治
書
院
、
一
九
八
八

年
)
や
『
北
米
で
読
み
解
く
日
本
文
学
l
l
l東
西
比
較
文
化
の
こ
こ
ろ
み
』
(
慧
文
社
、
二

O
O
八
年
)
等
を
す
で

に
上
梓
さ
れ
て
い
る
氏
の
報
告
は
、
御
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
結
果
的
に
最
も
本
小
特
集
の
テ
1
マ

に
則
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
英
語
圏
に
つ
い
て
は
、
(
カ
タ
カ
ナ
書
き
だ
と
日

系
人
と
の
区
別
が
わ
か
り
ま
せ
ん
が
)
萩
原
氏
の
よ
う
な
日
本
語
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
研
究
者
が
英
語
で
発
表
し
た
賢
治

研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
そ
の
受
容
が
想
像
以
上
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
中
国
の
黄
育
紅
氏
で
す
。
長
春
に
あ
る
国
立
東
北
師
範
大
学
を
御
卒
業
後
、
宮
城
教
育
大
学
に
留
学
し
修

士
論
文
「
宮
津
賢
治
童
話
研
究
」
で
学
位
を
得
た
後
、
千
葉
大
学
の
博
士
課
程
に
進
学
、
二

O
O
四
年
に
博
士
論
文

「
宮
沢
賢
治
〈
村
童
ス
ケ
ッ
チ
〉
論
|
|
日
中
児
童
文
学
の
史
的
展
開
を
視
野
に
入
れ
て
|
|
」
で
学
位
を
取
得
さ
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れ
、
現
在
上
海
の
華
東
理
工
大
学
外
国
語
学
院
で
日
本
文
学
お
よ
び
日
本
語
の
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
国
に

お
け
る
賢
治
文
学
の
受
容
状
況
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
重
慶
出
版
社
編
集
部
の
雷
剛
氏
に
よ
る
「
中
国
に
お
け
る
宮

沢
賢
治
の
翻
訳
と
普
及
」
(
相
津
瑠
璃
子
訳
、
王
敏
編
『
東
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
文
化
|
|
日
中
韓
文
化
関
係
の
諸

相
』
三
和
書
籍
、
二

O
二
二
年
、
一
八
三
1
二
二

O
頁
)
と
い
う
詳
し
い
報
告
が
あ
り
、
当
然
内
容
的
に
重
複
す
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
限
ら
れ
た
字
数
の
中
で
、
御
自
身
の
本
務
校
で
の
教
育
実
践
に
も
絡
め
て
ポ
イ
ン

ト
を
絞
っ
て
御
報
告
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
、
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
あ
る
国
立
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
!
ル
・
ネ
ル

l
大
学
日
本
・
韓
国
・
東
北
ア
ジ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
で
日
本
文
学
の
教
鞭
を
執
っ
て
お
ら
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
・
ア
プ
ラ
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
氏
で
す
。
氏
は
、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
共
同
研
究
の
成
果
を
、
論
文
集
「
宮
津
賢
治
の
深
層
|
|
宗
教
か
ら
の
照
射
』

(
法
裁
館
、
二

O
二
一
年
)
の
編
者
の
お
一
人
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
賢
治
研
究
者
と
し
て
日
本
国
内
で
も
著

名
な
方
で
す
の
で
御
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
多
言
語
国
家
イ
ン
ド
に
あ
っ
て
、
や
は
り
共
通
の
賢
治
受

容
の
ポ
イ
ン
ト
は
仏
教
関
係
の
ト
ピ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
(
ち
な
み
に
ジ
ョ
ー
ジ
氏
は
キ
リ
ス
ト

教
徒
で
、
一
九
九
七
年
の
博
士
論
文
の
テ
l
マ
は
賢
治
で
は
な
く
島
崎
藤
村
で
し
た
)
。

次
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ヘ
レ
ン
・
ク
レ
ア
・
キ
ル
パ
ト
リ
ッ
ク
氏
で
す
。
二

O
O
四
年
、
シ
ド
ニ
ー
の
公
立
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マ
ツ
コ
!
リ
l
大
学
か
ら
博
士
学
位
請
求
論
文
「
zoo-o担
g
E
C
o
E
O
Bロ
o
g
q
E
2足
。
出
00}州
国
ゆ
り
お
お

Z
m
w
t
0
5

0同
d
H
g
S
5
3自
宅
mw
問。
AH」
で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
、
現
在
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
ニ
ュ

l
・
サ
ウ

ス
・
ウ
ェ

i
ル
ズ
州
の
公
立
ウ
l
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
法
学
・
人
文
・
芸
術
学
部
で
日
本
語
・
日
本
文
学
・
日
本
文
化
を

講
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
間
、
岡
山
大
学
や
ノ

i
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
、
二

O
一
三
年
に
は
、
「
出
口
-iao邑
ロ
加
け
宮
島
0
]
o
E
g
L
Z∞け
70誌
の
宮
呂
志
Nω

当
mH
一
問
。
之
内
へ
4
Z
寸
豆
ロ

∞冨円

ω
Jロ
(HEZH∞
Z
0
2
7
0
宮
口
町
吋
垣
内

qHWP国司
mW1」(一一
O
一
一
一
年
)
と
い
う
論
文
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
そ
の
年
に
発
表
さ
れ
た
最
も
優
れ
た
日
本
文
学
関
係
の
研
究
成
果
に
対
し
て
シ
ド
ニ
ー
大
学



か
ら
贈
ら
れ
る
「
井
上
靖
賞
」
(
第
七
回
)
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
著
『
』
h
S
Q
h
s
g
Q
~円
。
ミ
.
ご
さ
弘
同
訟

b
N
c
s
d
E
3・-HS-QbgbH.弓
a
s
d
h
H
s
aー旬、
caap泣
き
さ

n
N
8
Q
S
S
G
C
E
N弘
之
叫
が
小
山
i

尽
き
る
ミ
ど
さ
』
(
一
一

O
一一一一年)

に
つ
い
て
は
前
掲
萩
原
氏
の
報
告
で
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次
に
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
ド
・
ア
ン
・
ニ
ェ
ン
氏
で
す
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ホ
i
チ
ミ
ン
市
大
学
東

洋
学
部
日
本
学
科
在
学
中
に
日
本
政
府
国
費
留
学
生
と
し
て
名
護
市
に
あ
る
沖
縄
公
立
の
名
桜
大
学
国
際
文
化
学
科

に
一
年
間
留
学
さ
れ
、
帰
国
後
卒
業
論
文
「
宮
沢
賢
治
の
童
話
に
お
け
る
幻
想
と
現
実
」
を
書
い
て
卒
業
さ
れ
た
後
、

二
O
O
一
年
日
本
国
際
交
流
基
金
の
助
成
を
受
け
て
、
名
桜
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
言
語
文
化
教
育
研
究
領

域
に
留
学
、
二

O
O
四
年
に
本
文
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
英
語
論
文
「
宮
沢
賢
治
の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
』
と
ル
イ

ス
・
キ
ャ
ロ
ル
の
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
と
の
比
較
研
究
」
で
修
士
号
を
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
大

阪
府
国
際
児
童
文
学
館
の
外
国
人
客
員
研
究
員
を
経
て
、
現
在
は
名
桜
大
学
非
常
勤
講
師
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
韓
国
の
朴
鍾
振
(
パ
ク
・
ジ
ョ
ン
ジ
ン
)
氏
で
す
。
韓
国
の
徳
成
女
子
大
学
日
諾
日
文
学
科
で
太
宰
治

『
人
間
失
格
』
関
連
の
卒
業
論
文
を
書
か
れ
た
後
日
本
に
留
学
、
白
百
合
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
で
児
童
文

学
を
専
攻
、
二

O
O
五
年
に
「
韓
国
に
お
け
る
宮
沢
賢
治
作
品
の
受
容
」
で
修
士
号
、
二

O
一
四
年
に
「
宮
沢
賢
治

研
究
|
|
韓
国
に
お
け
る
受
容
史
を
中
心
に
|
|
」
で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
韓
国
に
帰
国
さ
れ
、

韓
国
国
立
の
全
州
教
育
大
学
校
で
非
常
勤
講
師
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
こ
の
小
特
集
の
テ
l
マ
に
関
し
て
余
人

を
以
て
代
え
難
し
の
方
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

次
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
佐
々
木
(
旧
姓
ヤ
ン
コ
フ
ス
カ
)
ボ
グ
ナ
氏
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
本
文
化
研
究
・
教

育
拠
点
の
一
つ
で
オ
ラ
ン
ダ
に
次
い
で
古
い
歴
史
を
誇
る
国
立
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
日
本
語
学
科
を
修
了
さ
れ
た
後

(
修
士
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「
宮
津
賢
治
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
」
)
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
文

化
・
地
域
環
境
学
専
攻
に
留
学
、
「
「
土
神
と
狐
』
小
論
」
で
修
士
号
、
「
宮
沢
賢
治
|
|
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
の

「
相
対
性
」
|
|
」
で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
後
者
の
内
容
を
ま
と
め
た
『
宮
沢
賢
治
|
|
現
実
の
遠
近
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法
』
(
京
都
大
学
出
版
会
、
二

O
ご
二
年
)
が
認
め
ら
れ
前
述
の
よ
う
に
二

O
一
三
一
年
度
の
宮
沢
賢
治
奨
励
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
R
P
D
と
し
て
立
命
館
大
学
に
在
籍
さ
れ
、
京
都
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
ス
ラ
ブ
語
学
ス
ラ
ブ
文
学
専
修
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
授
業
も
担

当
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
イ
タ
リ
ア
の
マ
リ
ア
・
エ
レ
ナ
・
テ
ィ
シ
氏
で
す
。
世
界
最
古
の
大
学
と
し
て
知
ら
れ
る
国
立
ボ
ロ

l
ニ

ャ
大
学
を
卒
業
後
、
日
本
に
留
学
。
白
百
合
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
で
児
童
文
学
を
専
攻
、
一
九
九
九
年
に

修
士
論
文
「
宮
津
賢
治
と
イ
タ
リ
ア
文
化
」
で
修
士
号
、
二

O
O
七
年
に
は
「
日
伊
文
化
交
流
関
係
と
宮
津
賢
治
」

で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
ボ
ロ

i
ニ
ャ
大
学
人
文
・
文
化
遺
産
学
部
で
日
本
語
・
日
本
文
学
を
、
ペ

ル
l
ジ
ャ
外
国
人
大
学
で
日
本
語
・
日
本
文
化
を
講
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

次
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ミ

i
ラ
・
サ
イ
l
ド
・
ア
リ
ィ

l
・ユ

l
ス
フ
氏
は
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
地
域
で
最
初
に

発
足
し
同
地
域
で
の
研
究
者
育
成
や
日
本
一
語
の
普
及
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
二

O
一
一
年
度
第
二
三

回
国
際
交
流
基
金
賞
も
受
け
た
カ
イ
ロ
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
を
卒
業
後
、
筑
波
大
学
大
学
院
に
留
学
、

二
O
二
一
年
「
宮
津
賢
治
の
「
少
年
小
説
」
と
利
他
音
山
識
に
つ
い
て
の
考
察
T
|
|
「
新
し
い
、
よ
り
よ
い
世
界
の
構

成
材
料
」
と
「
立
身
出
世
の
意
味
」
を
中
心
と
し
て
1

1

1
」
と
い
う
論
文
で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
帰

国
後
、
現
在
は
エ
ジ
プ
ト
投
資
フ
リ

i
ゾ
i
ン
局
に
勤
務
さ
れ
る
傍
ら
、
研
究
と
翻
訳
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
原
稿
は
、
御
自
身
の
賢
治
論
が
主
と
な
っ
た
内
容
で
、
必
ず
し
も
本
小
特
集
の
趣
旨
に
合
致

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
賢
治
受
容
に
つ
い
て
触
れ
た
文
章
は
皆
無
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
敢
え
て
大
き
な
カ
ッ
ト
を
加
え
ず
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
賢
治
文
学
普
及
に
は
視
覚

的
メ
デ
ィ
ア
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
御
指
摘
は
他
の
複
数
の
御
寄
稿
か
ら
も
汲
み
取
り
う
る
内
容
で
あ
り
、
賢
治
文

学
の
本
質
を
考
え
る
に
も
今
後
興
味
深
い
切
り
口
と
な
り
う
る
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
台
湾
の
黄
銃
倫
(
音
読
み
は
「
こ
う
・
い
く
り
ん
」
)
氏
は
、
二

O
二
二
年
に
「
宮
沢
賢
治
の
童
話
に
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お
け
る
音
楽
性
ー
ー
ー
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
/
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
投
影
を
例
に
し
て
l
|
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
修
士
論

文
を
提
出
し
国
立
台
湾
大
学
日
本
語
文
学
系
の
大
学
院
を
修
了
後
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
研
究
生
を
経
て
、

二
O
一
六
年
四
月
に
同
大
学
院
博
士
課
程
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
二

O
一
O
年
二
一
月
に
は
、
お
茶
の

水
女
子
大
学
が
主
催
し
た
「
第
五
回
国
際
日
本
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
|
|
「
日
本
」
と
は
な
に
か
|
|
」
に
参
加
さ

れ
、
日
本
文
学
部
会
で
「
宮
沢
賢
治
の
童
話
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
l
シ
ユ
」
に
お
け
る
音
楽
的
な
一
考
察
ー
ー
ー
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
六
番
「
田
園
」
と
第
九
番
「
合
唱
」
の
精
神
|
|
」
と
い
う
テ
l
マ
で
研
究
発
表
を
行
い
、

そ
れ
は
翌
年
、
論
文
と
し
て
「
お
茶
の
水
女
子
大
学
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
(
第
七
号
、

二
三
七

1
二
四
四
頁
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
賢
治
ほ
ど
評
論
・
綿
密
な
学
識
を
動
員
し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
詩
人
は
、
世
界
中
で
も
希
で
あ
ろ
う
。
ー
(
中

略
)
1賢
治
の
た
っ
た
一
篇
の
詩
を
読
む
に
し
て
も
、
学
術
研
究
と
な
れ
ば
膨
大
な
学
識
や
先
行
研
究
へ
の
目
配
せ

を
要
求
さ
れ
る
」
と
は
、
稲
賀
繁
美
氏
の
言
(
「
星
と
修
羅
と
自
己
犠
牲
宮
津
賢
治
の
心
象
へ
の
い
く
つ
か
の
補
助

線
」
、
ジ
ョ
ー
ジ
氏
前
掲
編
著
所
収
、
三
九
五
頁
)
で
す
が
、
す
で
に
賢
治
文
学
受
容
お
よ
び
研
究
が
進
ん
で
い
る

国
か
ら
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
国
ま
で
さ
ま
ざ
ま
と
は
言
え
、
わ
れ
わ
れ
研
究
者
が
「
目
配
せ
を
要
求
さ
れ
る
」
の
は
も

は
や
国
内
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
往
々
に
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
検
索
で
ヒ
ッ
ト
し
た
文
献
に
し
か
目
配
り
し
て
い
な
い
研
究
も
数
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
も
確
か
。
そ

れ
ゆ
え
本
小
特
集
の
よ
う
な
企
画
の
レ
ゾ
ン
デ
l
ト
ル
は
、
ネ
ッ
ト
で
は
ヒ
ッ
ト
し
な
い
資
料
に
ま
で
「
目
配
せ
」

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
次
輯
以
降
も
(
小
特
集
と
い
う
形
で
は
な
く
な
り
ま

す
が
)
今
回
掲
載
で
き
な
か
っ
た
他
の
国
々
に
お
け
る
賢
治
文
学
受
容
の
現
状
と
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
適
任

の
方
に
御
寄
稿
を
お
願
い
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
御
期
待
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

[解題]海外における賢治文学受容の現状と今後

(
き
む
ら
・
な
お
ひ
ろ
、
岩
手
大
学
教
授
)
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